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かぞくやともだちにあいさつをすることは、とても大切なことです。学校に行ったら、ともだ
ちや先生に、「おはようございます。」とあいさつすることができると、みんな元気になれます。
わたしも元気になれます。
朝おきたら、かぞくに、「おはようございます。」と元気にあいさつすることで、かぞくの一日

も明るくスタートできるのです。
あいさつをすることは、小さなしんせつですが、じつは、大きなしあわせにつながることがあ

ります。たとえば、かぞくがいそがしいときに、「なにかてつだおうか。」とこえをかけること
で、かぞくのたいへんな気もちをすこしかるくすることができます。
また、ともだちがこまっているときに、「どうしたの。」とこえをかけることで、ともだちのた

いへんな気もちをかいけつしてあげることができるかもしれません。
わたしもこまっているときに、こえをかけてもらうと、とてもうれしく思います。なつやすみ

のあいだ、ふかさわこうみんかんのおまつりでおどる『ジャンボリーミッキー』のれんしゅうを
しているときに、ともだちやたくさんの大人がしんせつにこえをかけてくれて、たいへんな気も
ちがかるくなりました。
わたしは、いつもかぞくやともだちに、あいさつをすることをわすれないようにしています。

あいさつをすることで、えがおがひろがり、やさしい気もちがうまれます。小さいかもしれませ
んが、それがつみかさなって、大きなしあわせにつながるとおもいます。わたしは、知らない人
とはなすことや、大きなこえではなすことがにがてです。
しかし、大きなこえであいさつすることや、こまっている人にこえをかけることが大切なのだ

とわかってきました。なつやすみのあいだ、朝おきたらなるべく大きなこえで、かぞくに「おは
よう。」とあいさつをしました。ラジオたいそうで、ともだちやともだちのおやにもあいさつを
するようにがんばりました。なつやすみがおわってからも、元気なあいさつはつづけていきたい
とおもいます。
あいさつは、ただのことばではなく、心からの気もちがこもっている大切なものだと思いま

す。
わたしは、これからもあいさつを大切にして、かぞくやともだちとのつながりを大切にしてい

きたいとおもいます。
さいごに、この作文を 2年生になったわたしがよみなおしたとき、きちんとまもれていると思

えるように、がんばります。


